
1部250円（送料別） 年間9回2000円（送料込）組合員の購買料は組合費に含まれています。
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新
型
コ
ロ
ナ
が
大
学
生
、
大
学

教
職
員
、
大
学
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
大
学
教
職

員
は
新
入
生
と
在
学
生
の
教
育
保

障
の
た
め
、
慣
れ
な
い
遠
隔
授
業

の
準
備
や
運
営
で
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
学
生
は

生
活
費
の
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
も

出
来
ず
、
企
業
倒
産
や
解
雇
等
が

相
次
ぐ
な
か
学
業
継
続
に
強
い
不

安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
学
生
団
体

で
あ
る
「
高
等
教
育
無
償
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
の
調
査
に

よ
る
、「
13
人
に
１
人
が
大
学
を

辞
め
る
こ
と
を
検
討
し

始
め
て
い
る
」
と
の
結

果
も
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
が
は
じ

ま
り
政
府
の
政
策
を
動

か
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
学
独
自
の
努

力
に
よ
る
学
生
支
援
の

政
策
も
提
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
私
大
教
連
は

  

学
生
と
大
学
へ
の

     

支
援
を
求
め

要
請
行
動

日
本
私
大
教
連
は

【
２
０
２
０
年
度
第
二

次
補
正
予
算
に
対
す
る

緊
急
要
求
】「
国
立
私
立
間
の
格

差
の
な
い
学
生
支
援
と
遠
隔
授
業

の
実
施
を
保
証
す
る
第
二
次
補
正

予
算
編
成
を
！
」
を
発
表
し
、
３

回
（
５
月
19
日
、
５
月
21
日
、
５

月
26
日
）
の
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

要
請
事
項
は
、
①
国
公
私
の

区
別
な
く
留
学
生
も
含
め
た
す

べ
て
の
学
生
を
対
象
に
授
業
料
一

律
半
額
補
助
の
た
め
の
予
算
措

置
、
②
留
学
生
を
含
め
た
す
べ
て

の
学
生
に
１
人
10
万
円
支
給
、
③

２
０
２
０
年
度
は
就
学
支
援
制
度

の
確
認
大
学
要
件
を
適
用
し
な
い

こ
と
、
④
私
大
に
衛
生
確
保
の
た

め
の
施
設
設
備
経
費
１
８
４
億
円

予
算
措
置
を
行
う
こ
と
、
⑤
遠
隔

授
業
の
環
境
構
築
対
策
費
を
抜
本

的
に
増
額
す
る
こ
と
、
を
求
め
て

い
ま
す
。

要
請
を
行
っ
た
の
は
、
与
野
党

の
衆
議
院
・
参
議
院
文
科
委
員
会

の
所
属
議
員
、
各
党
政
策
立
案
機

関
の
役
員
議
員
で
す
。
自
民
党
、

公
明
党
、
立
憲
民
主
党
、
国
民
民

主
党
、
日
本
共
産
党
、
日
本
維
新

の
会
、
れ
い
わ
新
撰
組
の
７
党
20

議
員
で
す
。

要
請
に
対
し

「
す
べ
て
も
っ
と
も
だ
と
思
う
」

「
政
府
に
補
償
を
求
め
ま
す
」

要
請
に
応
じ
た
議
員
・
秘
書
か

ら
は
、
要
請
内
容
に
対
し
て
「
要

求
は
す
べ
て
も
っ
と
も
だ
と
思

う
」（
吉
良
州
司
議
員
）、「
私
大

政
策
の
貧
困
さ
を
前
提
に
考
え
な

け
れ
ば
補
償
に
な
ら
な
い
。
政
府

に
補
償
を
求
め
ま
す
」（
吉
良
よ

し
こ
議
員
）、「
私
大
と
国
立
で
格

差
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
」（
舩

後
靖
彦
議
員
）
と
積
極
的
に
支
持

す
る
反
応
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
な

か
に
は
事
前
に
日
本
私
大
教
連
の

要
請
文
書
に
マ
ー
カ
ー
を
入
れ
て

予
習
し
て
い
る
議
員
や
、
文
教
に

詳
し
い
議
員
を
紹
介
し
て
も
ら
え

る
な
ど
要
請
行
動
の
手
ご
た
え
を

強
く
感
じ
る
も
の
で
し
た
。
以
下

要
請
を
行
っ
た
議
員
一
覧
。

［
自
民
党
］
４
議
員

•

渡
海
紀
三
朗
衆
院
議
員
（
党

学
生
支
援
Ｐ
Ｔ
座
長
）•

馳
浩
衆

院
議
員
（
文
科
委
員
会
理
事
）•

神
山
佐
一
衆
院
議
員（
文
科
委
員
、

党
副
幹
事
長
）•

こ
や
り
隆
史
参

院
議
員
（
文
科
委
員
、
党
教
育
文

化
関
係
団
体
委
員
会
副
委
員
長
）

［
公
明
党
］
１
議
員

•

浮
嶋
智
子
衆
院
議
員
（
文
科

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
教
職
員・学
生・大
学
を
守
れ
！！

日
本
私
大
教
連・学
生
団
体
F
R
E
E・

私
大
経
営
者
団
体
が
国
に
要
請

1 面〜 2 面
新型コロナから教職員・学生・大学
を守れ！！日本私大教連・学生団体
FREE・私大経営者団体が国に要請

3 面
野党が共同で「学生支援法案」を提出
政府は細かな支援要件の「学生
支援緊急給付金」を閣議決定
令和２年度文部科学省

第２次補正予算（案）
4 面〜 5 面

遠隔授業の苦心
6 面

遠隔授業にかかる労働量の増加と費
用負担について（非常勤講師の場合）

私大教連の動き
7 面

関西地区私大短大オンライン授
業・生活援助一覧

8 面
【全学生対象】オンライン授業な
どの修学環境整備のための給付

9 面〜 10 面
文科省等の諸会議、発表資料

10 面
今年の全国私大教研はオンライ
ンで開催します

11 面
検察庁法改正案の廃案を求める声明
お詫び
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委
員
会
理
事
）

［
立
憲
民
主
党
］
４
議
員

•
川
内
博
史
衆
院
議
員
（
文
科

委
員
会
理
事
）•

石
橋
通
宏
参
院

議
員
（
政
務
調
査
会
長
筆
頭
代

理
）•

杉
尾
秀
哉
参
院
議
員
（
予

算
委
員
）•

水
岡
俊
一
参
院
議
員

（
文
科
委
員
会
理
事
）

［
国
民
民
主
党
］
３
議
員

•

城
井
崇
衆
院
議
員
（
文
科
委

員
会
理
事
）•

吉
良
州
司
衆
院
議

員
（
文
科
委
員
、党
幹
事
長
代
理
）

•

泉
健
太
衆
院
議
員
（
請
願
紹
介
、

党
政
務
調
査
会
長
）

［
共
産
党
］
５
議
員

•

畑
野
君
枝
衆
院
議
員
（
文
科

委
員
）•

田
村
智
子
参
院
議
員（
党

政
策
委
員
長
）•

吉
良
よ
し
子
参

院
議
員
（
文
科
委
員
）•

小
池
晃

参
院
議
員
（
書
記
局
長
）•

宮
本

徹
衆
院
議
員
（
予
算
委
員
）

［
日
本
維
新
の
会
］
２
議
員

•

浅
田
均
参
院
議
員
（
政
務
調

査
会
長
）•

森
夏
枝
衆
院
議
員（
文

科
委
員
）

［
れ
い
わ
新
撰
組
］
１
議
員

•

舩
後
靖
彦
参
院
議
員
（
文
科

委
員
）

日
本
私
大
教
連
の
要
請
事
項

の
全
文
は
こ
ち
ら

h
ttp

s://jfp
u

.org
/w

p
-

content/uploads/2020/05/
N

Sstatem
ent_20200429_32-6.

pdf学
生
団
体
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
は
、

    

一
律
学
費
半
額
署
名
を

５
日
で
１
万
筆

学
生
団
体
で
あ
る
「
高
等
教
育

無
償
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
」
は
、
４
月
22
日
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
大
学
・
専
門
学
校
生
を
守
る

た
め
の
緊
急
提
言
」
を
発
表
し
、

国
公
私
大
の
学
部
生
、
大
学
院

生
、
留
学
生
を
問
わ
ず
、
一
律
の

授
業
料
半
額
免
除
、
他
国
の
留
学

生
や
外
国
籍
の
学
生
へ
も
１
人

10
万
円
の
給
付
金
と
そ
の
継
続
、

遠
隔
授
業
に
伴
う
費
用
負
担
の

補
填
、
留
学
途
中
で
帰
国
し
た
学

生
へ
の
経
済
的
補
填
、
当
面
１
年

間
奨
学
金
返
済
の
免
除
等
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
高
等
教
育
無
償
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
は
、
４
月
24
日

か
ら
「
国
に
よ
る
一
律
学
費
半
額

と
大
学
な
ど
へ
の
予
算
措
置
を

求
め
る
」
ネ
ッ
ト
署
名
を
展
開

し
、
５
日
間
で
１
万
筆
の
署
名
を

集
め
、
４
月
30
日
、
国
会
に
提
出

し
ま
し
た
。

ま
た
ネ
ッ
ト
で
は
、
５
月
１
日

か
ら
「
学
生
の
「
一
律
学
費
半
額
」

運
動
を
支
持
し
ま
す
。
無
償
教

育
の
漸
進
的
導
入
を
。
政
府
に
対

し
て
、
学
費
無
償
化
に
向
け
て
足

を
踏
み
出
す
こ
と
を
求
め
ま
す
」

と
の
署
名
が
、
大
学
教
員
有
志
に

よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
京
私
大
教
連
は
５
月
１
日

か
ら
「
国
は
す
べ
て
の
私
大
生
に

手
厚
い
就
学
支
援
と
遠
隔
授
業

の
環
境
整
備
を
た
だ
ち
に
実
施

し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
ネ
ッ
ト
署

名
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

学
生
団
体
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
の
緊
急

提
言
全
文
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.free20180913.

com
/2020-04-22

国
立
・
公
立
・
私
立
大
の

    

経
営
者
団
体
が
連
名
で

緊
急
要
望

経
営
者
団
体
で
あ
る
、
日
本

私
立
大
学
団
体
連
合
会
は
４
月

28
日
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
う
学
生
支
援

に
か
か
る
課
題
」
を

発
表
し
、
授
業
料
減

免
制
度
の
復
活
、
遠

隔
授
業
に
向
け
た
環

境
整
備
等
へ
の
国
の

支
援
等
を
求
め
て
い

ま
す
。
５
月
１
日
に

は
日
本
私
立
大
学
協

会
が
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
う
私
立
大
学

に
対
す
る
支
援
要

望
」
を
発
表
し
、
大

学
独
自
の
奨
学
金
等

へ
の
財
政
支
援
、
授

業
料
減
免
制
度
の
復
活
、
遠
隔

授
業
に
向
け
た
環
境
整
備
等
へ

の
国
の
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。

５
月
11
日
に
は
国
立
大
学
協
会
、

公
立
大
学
協
会
、
日
本
私
立
大
学

団
体
連
合
会
が
連
名
で
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応

し
た
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
に

関
す
る
緊
急
要
望
」
を
発
表
し
、

留
学
生
を
含
む
学
生
へ
の
給
付

型
の
経
済
的
支
援
、
各
大
学
が
実

施
す
る
授
業
料
免
除
に
対
す
る

国
の
支
援
、
遠
隔
授
業
に
伴
う
学

生
の
通
信
環
境
や
月
々
の
通
信

料
へ
の
国
の
支
援
を
求
め
て
い

ま
す
。

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会

の
要
望
全
文
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.shidaikyo.

or.jp/topics/pdf/2004280002.
pdf

日
本
私
立
大
学
協
会
の
要
望

全
文
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.shidaikyo.or.jp/

topics/pdf/200501shidaikyo.
pdf

国
大
協
・
公
大
協
・
私
大
団
体

連
合
会
連
名
の
要
望
全
文
は
こ

ち
ら

https://w
w

w
.shidaikyo.

or.jp/topics/pdf/20200511_
youbou.pdf

https://jfpu.org/wp-content/uploads/2020/05/NSstatement_20200429_32-6.pdf
https://jfpu.org/wp-content/uploads/2020/05/NSstatement_20200429_32-6.pdf
https://jfpu.org/wp-content/uploads/2020/05/NSstatement_20200429_32-6.pdf
https://jfpu.org/wp-content/uploads/2020/05/NSstatement_20200429_32-6.pdf
https://www.free20180913.com/2020-04-22
https://www.free20180913.com/2020-04-22
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/2004280002.pdf
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/2004280002.pdf
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/2004280002.pdf
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/200501shidaikyo.pdf
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/200501shidaikyo.pdf
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/200501shidaikyo.pdf
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/20200511_youbou.pdf
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/20200511_youbou.pdf
https://www.shidaikyo.or.jp/topics/pdf/20200511_youbou.pdf
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生活に困っている学生等や芸術家・アス
リート等の支援 
◆困窮学生等に対する支援　　153 億円

新型コロナウイルス感染症拡大の影
響によって、困窮学生が経済的理由によ
り修学を断念することがないよう、各大
学等が行う独自の授業料等の軽減措置を
実施するための経費を支援する。 

◆文化芸術・スポーツ活動への緊急総合
支援　　　　　　　 　    　580 億円 

○文化芸術・スポーツ活動の継続支援
　　　　　　　　　　　　　　509 億円
　舞台芸術等の活動自粛を余儀なくされ

たフリーランスを含む文化芸術・スポー
ツ関係団体等に対して、今後一層の感
染対策をはじめとする、活動の継続に
向けた積極的取組等に必要な経費を支
援し、文化芸術・スポーツの振興を図る。 

○文化芸術収益力強化事業　　　50 億円
　舞台芸術等において、各分野の特性を

生かした新しい鑑賞環境の確立などの
収益力確保・強化の取組を実践するこ
とにより、文化芸術団体の収益構造の
抜本的な改革を促進する。 

○スポーツイベント再開への支援 20 億円
　全国規模のスポーツイベントにおける

感染症の拡大防止対策、集客のための
広報、試合会場の確保等への支援、及
び部活動全国大会の代替地方大会の開
催への支援を通じ、スポーツイベント
の円滑かつ本格的な再開又は開催を促
進する。 
  

大学や研究者への支援・研究基盤の強化 
◆国立大学法人が行う短期借入に対する

利子助成            　　　　　　3 億円
新型コロナウイルス感染症の重症患

者の受入等を進める附属病院を有する国
立大学法人が、民間金融機関から短期借
入を行う際の利子を助成することによ
り、資金調達を支援する。 
◆研究現場の環境整備を通じた研究活動

の再開・継続への支援　　　　30 億円
博士課程学生等が研究活動を速やか

に再開・継続できるよう、研究設備の遠
隔化・自動化によって実験等が可能とな
るような環境の整備を図る。  
◆研究現場における PCR 機器の活用
　　　　　　　　　　　　　　　5 億円

新型コロナウイルスの検査体制拡大
のため、検査協力を行う大学等に対し、
協力による研究計画変更に伴い新たに生
じる費用や、学内での検査体制構築に係
る初期投資等の費用を支援する。 

 
児童生徒等や学生の学びの保障 
◆臨時休業に伴う児童生徒等の学びの

保障　　　　 　　　　　　774 億円 
○学習保障等に必要な人的体制の確保　

　　　　　　　　　　　　　318 億円
　臨時休業の長期化や段階的な学校再開

を見据え、退職教員や教職課程の学生
をはじめとする大学生等、幅広い人材
を雇用し緊急的に追加配置し、子供た
ちを誰一人取り残すことなく最大限に
学びを保障する。 

○学校教育活動再開支援経費  405 億円
　学校の感染症対策等を徹底しつつ子供

たちの学習保障を行うために必要とな
る新たな試みを支援するため、各学校
が迅速かつ柔軟に対応することができ
るよう支援する。 

○幼稚園におけるマスク購入等の感染拡
大防止に係る支援　　　　　　30 億円

　幼稚園における感染症対策の強化を図

るため、マスク・消毒液等の購入等や
感染症対策を徹底するために必要な業
務のかかり増しの経費を支援する。 

○特別支援学校スクールバス感染症対策
支援の拡充　　　　　　　　　16 億円

　障害のある幼児児童生徒の安全安心な
通学環境を確保するため、特別支援学
校のスクールバスにおける、感染リス
クの低減を図るための取組を支援する。 

○日本人学校教育環境整備事業　5 億円
　日本人学校の児童生徒の学びの保障の

ため、児童生徒・教師に対する１人１台
端末の整備やＩＣＴを活用した教育体
制構築に関する実証事業等を支援する。

 
◆大学・高専・専修学校の遠隔授業の

加速　　　　　　　　 　　　73 億円
新型コロナウイルス感染症の長期化

により、実施のニーズがある全ての大学・
高等専門学校・専修学校において、遠隔
授業の設備及び体制の整備を行い、デジ
タル技術を活用した高度な教育が提供で
きる環境の整備を推進する。 
（令和２年度文部科学省第１次補正予

算額 27 億円と合わせて、計 100 億円） 

 合計 1,617 億円

【他省庁と連携する取組】
大学病院における高度医療提供体制
の緊急強化 

（新型コロナウイルス感染症緊急包括
支援交付金（厚労省）で対応） 

医療従事者が安全・安心に診療に
専念できるよう医療安全を確保し新型
コロナウイルス感染症診療を行うため
に必要な医療機器や設備等の整備。

令和２年度文部科学省第２次補正予算（案）

５
月
11
日
、立
憲
民
主
党
、

国
民
民
主
党
な
ど
共
同
会
派

と
、
日
本
共
産
党
と
社
会
民

主
党
が
共
同
で
、「
コ
ロ
ナ

困
窮
学
生
支
援
法
案
」
を
衆

院
に
提
出
し
ま
し
た
。

法
案
の
柱
の
一
つ
目
は

「
全
学
生
の
授
業
料
一
律
半

額
免
除
」
で
す
。
２
０
２
０

年
度
の
授
業
料
の
軽
減
を
行

う
大
学
等
へ
通
う
全
学
生
を

対
象
に
、授
業
料（
１
１
１
万

円
が
上
限
）
の
半
額
を
免

除
し
ま
す
（
予
算
は
約

１
兆
９
６
４
億
円
）。

二
つ
目
は
「
減
収
学
生
等

へ
の
一
時
金
最
大
20
万
円
の

支
給
」
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
収
入
が
一
定
以
上
減
少
し

て
い
る
学
生
に
上
限
20
万
円

支
給
し
ま
す
（
予
算
は
約

２
１
６
０
億
円
）。

三
つ
め
は
「
奨
学
金
の

返
済
免
除
」
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

２
０
２
０
年
度
に
返
還
期
日

が
到
来
す
る
奨
学
金
の
返
還

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
き

は
、
そ
の
返
還
を
免
除
し
ま

す
（
予
算
は
約
７
１
５
５
憶

円
）。

政
府
は
、
５
月
19
日
、「
学

生
支
援
緊
急
給
付
金
」
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
対
象
学

生
は
国
公
私
立
の
大
学
・
短

大
・
高
専
専
門
学
校
（
日
本

語
教
育
機
関
を
含
む
）
の
留

学
生
を
含
む
大
学
生
・
大
学

院
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対

象
者
は
約
43
万
人
で
、
給
付

額
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

学
生
20
万
円
、
そ
れ
以
外
の

学
生
10
万
円
で
、
予
算
は
約

５
３
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
「
支
援
対
象
と

な
る
学
生
の
要
件
」
が
細
か

く
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

判
断
は
大
学
に
任
せ
ら
れ

て
い
る
た
め
、
大
学
事
務
局

は
大
変
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

学
生
支
援
給
付
金
の
概
要

は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.m

ext.go.jp/
content/20200520_m

xt_
gakushi01_000007254_01.
pdf

野
党
が
共
同
で
「
学
生
支
援
法
案
」
を
提
出

政
府
は
細
か
な
支
援
要
件
の

「
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
」
を
閣
議
決
定

https://www.mext.go.jp/content/20200520_mxt_gakushi01_000007254_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200520_mxt_gakushi01_000007254_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200520_mxt_gakushi01_000007254_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200520_mxt_gakushi01_000007254_01.pdf
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講
義
は
相
性
が
良
い
、

演
習
は
苦
戦
　

突
然
の
遠
隔
授
業
へ
の
移
行
。

み
な
さ
ん
、
て
ん
て
こ
ま
い
だ
と

思
い
ま
す
。
本
学
は
四
月
は
全
面

休
講
、
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
遠

隔
で
の
授
業
開
始
と
な
り
ま
し

て
、
そ
ろ
そ
ろ
ス
タ
ー
ト
か
ら
３

週
間
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
本
学
の
場
合
は
、
事
務
の
担

当
部
局
の
方
々
の
手
厚
い
支
援

も
あ
り
、
多
少
の
混
乱
は
あ
り
つ

つ
も
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く

ス
タ
ー
ト
で
き
た
よ
う
で
す
。

初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
大

変
で
し
た
が
、
や
っ
て
み
る
と
、

遠
隔
の
方
が
良
い
面
も
多
い
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
授
業
内
容
の
特
性
に
よ
る

の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
が
担

当
し
て
い
る
の
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
大
教
室
で
の
講
義
科
目

が
中
心
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と

り
わ
け
、
遠
隔
授
業
と
相
性
が
良

さ
そ
う
で
す
。

録
画
し
た
講
義
動
画
と
課
題

を
提
供
す
る
形
で
進
め
て
い
る

の
で
す
が
、
準
備
さ
え
で
き
て

し
ま
え
ば
本
来
の
講
義
時
間
に

別
の
仕
事
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
し
、
時
間
の
融
通
が
し
や

す
い
。
学
生
の
側
の
方
で
も
「
一

時
停
止
や
巻
き
戻
し
が
自
由
に

で
き
る
」「
大
教
室
よ
り
板
書
が

見
や
す
い
」
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
確

か
に
動
画
の
作
成
は
時
間
も
か

か
っ
て
大
変
で
は
あ
る
の
で
す

が
、
通
勤
時
間
は
か
か
ら
な
い
わ

け
な
の
で
、
ト
ー
タ
ル
で
は
さ
ほ

ど
増
え
て
は
い
な
い
気
が
し
ま

す
。
ま
た
、
落
ち
こ
ぼ
れ
そ
う

な
学
生
は
、
過
去
の
動
画
に
遡
っ

て
勉
強
し
直
す
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、
本
人
に
そ
の
気
が
あ
れ

ば
、
後
か
ら
挽
回
す
る
チ
ャ
ン
ス

も
こ
れ
ま
で
よ
り
増
え
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
演
習
の
方
は
な
か
な

か
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
双
方
向
の

音
声
の
や
り
と
り
が
必
要
に
な

る
わ
け
で
す
が
、
設
定
し
た
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
、
回
線
混
雑
の
た

め
か
ほ
と
ん
ど
音
声
が
使
え
ず
、

チ
ャ
ッ
ト
で
意
思
疎
通
を
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
学

生
の
家
庭
環
境
も
ま
ち
ま
ち
で
、

「
同
じ
部
屋
で
テ
レ
ワ
ー
ク
中
の

親
が
会
議
を
し
て
い
る
の
で
声

が
出
せ
な
い
」「
休
校
中
の
弟
妹

の
世
話
を
し
な
が
ら
受
講
し
て

い
る
」
と
い
っ
た
状
況
も
あ
っ
た

り
す
る
よ
う
で
す
。

も
と
も
と
大
学
と
い
う
と
こ

ろ
は
数
百
人
規
模
の
九
十
分
の
イ

ベ
ン
ト
を
一
日
に
数
十
も
こ
な

す
「
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
施
設
」
で

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ

ル
ス
が
消
え
て
無
く
な
る
こ
と
が

な
い
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
元
の

姿
に
戻
る
こ
と
は
、
も
う
で
き
な

い
と
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。
遠
隔
授
業
と
い
う
ス
タ
イ
ル

の
中
で
、
よ
り
良
い
や
り
方
を
模

索
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ

な
ぁ
と
覚
悟
を
決
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
み
な
さ
ん
、
共
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

下
地
　
真
樹
（
阪
南
大
）

学
び
の
実
態
が
見
え
な
い

自
身
が
学
生
の
頃
に
コ
ロ
ナ

禍
が
あ
っ
た
ら
、
あ
っ
さ
り
と
半

期
休
講
で
今
の
よ
う
な
こ
と
に

は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
歴
史
の

進
歩
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
は

と
も
か
く
…
…

わ
た
し
は
現
在
、
本
務
校
で
７

コ
マ
、
非
常
勤
で
３
コ
マ
を
遠
隔

授
業
で
行
っ
て
い
ま
す
。

本
務
校
で
は
当
初
Ｇ
Ｗ
明
け

か
ら
対
面
授
業
の
は
ず
が
、
緊
急

事
態
宣
言
の
た
め
に
急
遽
一
斉

に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
授
業
に
切
り
替
え

ら
れ
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
今
日

に
至
り
ま
す
。
率
直
に
言
っ
て
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
授
業
開
始
ま
で
は
新

た
に
発
生
す
る
手
間
を
恐
れ
、
避

け
た
い
事
態
で
は
あ
り
ま
し
た
。

実
際
自
宅
か
ら
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

授
業
を
始
め
て
み
る
と
、
ま
ず

自
宅
の
通
信
環
境
が
不
十
分
で
、

そ
れ
だ
け
で
も
各
授
業
２
回
程

度
不
十
分
に
終
わ
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
配
布
し
た
つ
も

り
の
プ
リ
ン
ト
も
シ
ス
テ
ム
不

備
で
再
配
布
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
か
、
予
期
し
な
い
新
た
な
問
題

が
次
々
と
現
れ
て
き
ま
し
た
。

何
よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
板
書

で
行
っ
て
き
た
説
明
を
全
て
ｐ

ｐ
ｔ
ス
ラ
イ
ド
に
書
き
換
え
て

提
示
す
る
の
が
、
大
き
な
手
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
の
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
映
し
出
す
手

も
あ
る
の
で
す
が
、
Ｐ
Ｃ
ス
ペ
ッ

ク
の
問
題
も
あ
っ
て
カ
メ
ラ
を

使
う
と
音
声
が
乱
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。「
画
面
の
共
有
」
の

ほ
う
が
音
声
が
乱
れ
ず
学
生
の

評
判
も
よ
い
の
で
、
ｐ
ｐ
ｔ
ス
ラ

イ
ド
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
教
員
側
の
努
力

に
対
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
は
学

生
の
学
び
の
実
態
が
見
え
な
い

の
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
授
業
の
一
番
の

問
題
で
す
。
ゼ
ミ
で
対
話
す
れ

ば
「
ま
だ
ベ
ッ
ド
の
上
に
い
ま

す
」
と
か
、
周
囲
に
複
数
誰
か
が

い
る
状
況
が
あ
か
ら
さ
ま
に
わ

か
り
ま
す
。
し
か
し
、「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
上
の
問
題
が
あ
る
」
と

し
て
、
カ
メ
ラ
の
強
制
オ
ー
プ

ン
は
止
め
さ
せ
る
よ
う
な
大
学

側
の
要
請
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

受
講
生
全
員
の
カ
メ
ラ
や
マ
イ

ク
を
全
て
Ｏ
Ｎ
に
し
た
と
き
に

通
信
上
の
新
た
な
障
害
が
生
じ

る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
関
し
て
、

「
９
月
入
学
」
や
ら
「
遠
隔
授
業

の
画
期
性
」
や
ら
を
声
高
に
主
張

す
る
大
学
関
係
者
も
い
ま
す
が
、

確
信
的
な
「
シ
ョ
ッ
ク
ド
ク
ト
リ

ン
」
論
者
は
別
に
し
て
、
い
ず
れ

の
議
論
も
「
非
常
時
」
に
行
う
議

論
で
は
な
く
、「
常
時
」
に
十
分

準
備
さ
れ
た
な
ら
ば
長
所
が
発

揮
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
今
回
の
よ
う
に
仕
方
な
し

に
唐
突
に
行
わ
れ
た
対
応
で
は
、

遠
隔
授
業
の
苦
心
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い
く
ら
言
い
つ
く
ろ
っ
て
も
デ

メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
く
な
る
、

そ
れ
は
学
生
側
か
ら
提
起
さ
れ

て
い
る
「
学
費
半
額
返
還
」
論
が

明
確
に
見
抜
い
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。

何
よ
り
も
、
わ
た
し
が
手
持

ち
の
遠
隔
授
業
機
器
を
更
新
す

る
気
が
し
な
い
の
は
、
大
学
に

「
遠
隔
授
業
に
際
し
て
発
生
し
た

カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
な
ど
は
経
費

と
し
て
申
請
し
て
よ
い
の
か
？
」

と
質
問
し
た
こ
と
に
対
し
、
黙
殺

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
学

だ
っ
て
、
今
回
コ
ロ
ナ
禍
に
便

乗
し
て
「
遠
隔
授
業
も
エ
エ
よ
」

と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
平
時
か

ら
遠
隔
授
業
に
備
え
る
つ
も
り

は
さ
ら
さ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
（
羽
衣
だ
け
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
で
も
、
関
大

も
何
度
も
シ
ス
テ
ム
固
ま
っ
て

ま
し
た
か
ら
ね
ぇ
…
…
）。

棚
山
　
研
（
羽
衣
国
際
大
）

各
自
で
演
習
し
た
成
果
物
で

や
り
と
り

前
期
は
情
報
分
野
（
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
等
）
の
演
習
形
式
で
の
授

業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ
課
題
を
用
い
た
遠
隔
授
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
完
全
な

オ
ン
ラ
イ
ン
型
授
業
を
行
わ
な

い
理
由
の
１
つ
は
、
調
べ
た
と

こ
ろ
少
数
な
が
ら
通
信
環
境
（
量

や
速
度
）
に
不
安
が
あ
る
学
生
が

い
る
こ
と
で
す
。
教
科
書
は
予

め
郵
送
さ
れ
、
学
生
は
多
少
配

布
が
遅
れ
た
も
の
の
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
所
持
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
教
科
書
に
関
連
し
た
説
明
を

加
え
た
課
題
を
作
成
し
、
こ
れ
に

記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の

際
、
理
解
度
を
数
字
で
表
し
て
も

ら
い
ま
す
。
こ
の
後
が
問
題
で
す

が
、
各
自
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
面
授
業
で

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
で 
Ｔ
Ａ

（
Ｓ
Ａ
）
と
と
も
に
、
自
分
で
考

え
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
こ
ろ

を
探
し
て
手
直
し
し
て
い
ま
す
。

こ
の
過
程
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す

る
こ
と
は
、
各
学
生
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
と
キ
ー
ボ
ー
ド
を
再
現
し

な
い
限
り
、
困
難
だ
と
思
い
ま

す
。
現
在
学
生
と
は
、
各
自
で
演

習
し
た
成
果
物
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

に
基
づ
い
て
、
感
想
や
質
問
等

の
や
り
と
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

初
め
は
入
門
用
と
し
て
と
ら
え
、

対
面
授
業
が
始
ま
っ
た
ら
、
自
習

用
の
機
器
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
前
期
は
基
本
的
に
遠

隔
授
業
と
い
う
方
針
に
な
り
、
少

し
作
戦
を
練
り
直
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
田
　
史
之
（
太
成
学
院
大
）

質
保
証
と

　 

デ
ー
タ
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

考
慮
し
な
が
ら

１
年
次
生
の
学
科
専
門
教
育

科
目
群
の
基
礎
科
目
を
担
当
し

て
お
り
、
大
学
の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
遠
隔

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
課
題
の

提
出
の
み
で
ラ
イ
ブ
授
業
と
比

べ
て
通
信
量
は
大
幅
に
少
な
い
。

学
生
が
問
題
を
解
く
こ
と
で
主

体
的
な
学
び
を
促
す
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
そ
の
反
面
、
質
保
証

を
確
保
す
る
た
め
の
課
題
づ
く

り
に
は
気
が
重
い
。
題
材
を
考

え
、
文
章
だ
け
で
な
く
、
図
や

グ
ラ
フ
を
作
っ
て
挿
入
し
た
り
、

数
式
を
挿
入
し
た
り
、
課
題
作
成

に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
。

講
義
の
１
週
間
前
ま
で
に
は
、

教
科
書
に
そ
っ
た
課
題
を
受
講

生
に
配
信
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
受
講
生
は
教
科
書
を
熟
読

し
な
が
ら
、
課
題
に
取
り
組
み
、

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
講
義
前
日

ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
講
義
日
に
は
、
そ
の
課

題
の
解
説
資
料
を
配
信
し
、
受
講

生
は
そ
の
資
料
を
読
み
な
が
ら

独
自
で
振
り
返
り
学
修
を
す
る
。

資
料
の
最
後
に
あ
る
課
題
を
提

出
す
る
こ
と
で
講
義
に
出
席
し

た
こ
と
に
な
る
。
提
出
さ
れ
た
課

題
に
対
し
て
、
コ
メ
ン
ト
を
書
き

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。
受
講
生

は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
コ

メ
ン
ト
に
し
た
が
っ
て
修
正
し
、

再
提
出
す
る
。
正
答
に
な
る
ま
で

繰
り
返
す
。
や
り
取
り
が
10
回
を

超
え
る
場
合
も
あ
る
。

水
曜
日
と
金
曜
日
の
週
２
回
の

講
義
な
の
で
、
対
面
授
業
と
比
べ

て
負
荷
は
大
幅
に
増
大
す
る
。
受

講
生
も
初
め
て
の
経
験
で
、
再
提

出
要
請
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で

嫌
気
が
増
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
受
講
生
の

７
割
は
一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
取
り
組
み
、
夜
中
の
３
時
頃
に

課
題
を
提
出
す
る
受
講
生
も
い

る
。
最
近
の
学
生
はw

ikipedia

に
頼
っ
て
書
物
を
読
ん
で
調
べ
る

こ
と
を
せ
ず
、
十
分
に
考
え
る
こ

と
も
せ
ず
、
す
ぐ
に
「
わ
か
ら
な

い
」
と
発
す
る
。
何
が
わ
か
ら
な

い
の
か
、
具
体
的
に
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
対
面
で
会
話
す
る

能
力
と
思
っ
て
い
る
学
生
も
多

い
。
対
面
授
業
が
で
き
な
い
今
、

書
物
を
読
ん
で
、
考
え
、
論
理

的
な
文
章
を
書
い
て
議
論
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
涵
養

し
て
ほ
し
い
。

大
学
共
同
利
用
機
構
法
人
情

報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
、
国
立

情
報
研
究
所
は
、「
情
報
通
信
回

線
は
全
国
民
が
共
有
す
る
有
限
の

資
源
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
は
通
信
量
（
デ
ー
タ
量
）
が

極
力
小
さ
く
な
る
よ
う
に
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。
空
い
た
通
信
回
線

の
容
量
は
、
小
学
校
低
学
年
な

どFace-to-Face

が
必
要
と
な
る

教
育
や
障
が
い
者
へ
の
合
理
的
配

慮
な
ど
必
須
の
分
野
へ
使
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
」
と
提
言
し
て
い

る
。
本
学
で
は
、
春
学
期
は
原
則
、

遠
隔
授
業
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
質
保
証
と
デ
ー
タ
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
考
慮
し
な
が
ら
遠
隔
授
業
に

取
り
組
み
た
い
。

松
下
　
尚
史
（
岡
山
理
科
大
）
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各
大
学
の
コ
ロ
ナ
対
応
の
授
業

形
態
を
め
ぐ
っ
て
、
非
常
勤
講
師

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

遠
隔
授
業
の
方
法
は
大
学
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
、
①

レ
ジ
ュ
メ
を
ア
ッ
プ
し
て
、
詳
し

い
説
明
を
加
え
る
、
②
動
画
配
信

（
ラ
イ
ブ
も
し
く
は
録
画
）、
の
い

ず
れ
か
を
教
員
に
選
択
さ
せ
る
と

い
う
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
で

す
。
少
人
数
ク
ラ
ス
な
ら
ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
な
ど
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
い

う
大
学
も
あ
り
ま
す
。

問
題
は
、
い
ず
れ
を
選
択
し
た

と
し
て
も
労
働
量
が
い
ち
じ
る
し

く
増
え
る
と
い
う
こ
と
と
、
備
品

（
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
マ
イ
ク
な
ど
）
を
そ
ろ
え
る

に
あ
た
っ
て
非
常
勤
講
師
に
は
ほ

と
ん
ど
金
銭
の
援
助
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
上
記
①
の
場
合
で

も
、（
専
任
と
同
じ
く
）
毎
回
質

問
を
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
よ
、
小

テ
ス
ト
を
何
回
か
行
え
、
レ
ジ
ュ

メ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
書
か
せ

よ
、
定
期
試
験
に
か
え
て
平
常

点
（
レ
ポ
ー
ト
な
ど
）
に
切
り
か

え
よ
、
シ
ラ
バ
ス
自
体
を
書
き
直

せ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
注
文
が
来

ま
す
か
ら
、
労
働
量
が
お
び
た
だ

し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
非
常
勤

講
師
の
多
く
は
複
数
の
大
学
を
掛

け
持
ち
し
て
い
ま
す
か
ら
、
各
大

学
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
膨
大
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
メ
ー
ル
を
読
む
だ
け

で
も
時
間
を
と
ら
れ
、
か
つ
気
が

滅
入
り
ま
す
。
10
科
目
以
上
を
担

当
し
て
い
る
人
も
ざ
ら
に
い
ま
す

か
ら
、
そ
の
労
働
量
た
る
や
大
変

な
も
の
で
す
。
②
に
つ
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
道
具
や
備
品
を
す
で

に
持
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
の

が
前
提
で
す
。

非
常
勤
組
合
が
各
大
学
に
賃

金
割
増
や
備
品
援
助
に
つ
い
て

の
施
策
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
ど
の
大
学
も
、「
労
働
量
増

加
に
つ
い
て
は
す
で
に
既
定
の
賃

金
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
」「
労
働
量
増
加
は

賃
金
割
増
の
根
拠
に
は
な
ら
な

い
」（
じ
ゃ
、
ど
う
な
れ
ば
賃
金

割
増
に
な
る
の
で
す
か
？　

そ
れ

に
、
私
た
ち
の
賃
金
は
対
面
授
業

を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

今
回
は
労
働
の
質
も
量
も
変
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
無
視
で
す

か
？
）、
備
品
に
関
し
て
は
「
動

画
配
信
が
無
理
な
ら
レ
ジ
ュ
メ
で

よ
い
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
の

で
、
金
銭
援
助
は
考
え
て
い
な
い
」

「
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
を
も
っ
て
い
な

い
場
合
は
自
腹
で
買
う
か
、
大
学

に
出
て
き
て
Ｐ
Ｃ
教
室
を
利
用

し
て
ほ
し
い
」「
Ｐ
Ｃ
の
貸
出
可
」

と
い
う
よ
う
な
回
答
で
し
た
。「
備

品
援
助
は
し
な
い
が
、
機
械
操
作

の
講
習
会
は
あ
る
か
ら
参
加
す
る

よ
う
に
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す

（
交
通
費
だ
け
は
出
ま
す
）。

動
画
配
信
が
不
得
手
で
も
、
科

目
の
特
性
（
外
国
語
科
目
な
ど
）

に
よ
っ
て
は
動
画
を
配
信
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
悪
戦

苦
闘
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

私
学
は
月
給
制
で
す
か
ら
給
与

は
保
障
さ
れ
ま
す
が
、
国
公
立
は

回
数
制
で
す
か
ら
回
数
減
に
よ
る

賃
金
減
も
あ
り
え
ま
す
。

非
常
勤
講
師
が
抱
え
て
い
る
問

題
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
大
学
に
支
援
を

求
め
て
運
動
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

遠
隔
授
業
に
か
か
る
労
働
量
の
増
加
と

費
用
負
担
に
つ
い
て（
非
常
勤
講
師
の
場
合
）

関
西
圏
大
学
非
常
勤
講
師
組
合
　
長
澤
　
高
明

◆民法協権利討論集会（2月15日）

◆日本私大教連権利対策部会（2月15日、テレビ会議）

◆羽衣国際大弁護士打ち合わせ（2月17日）

◆奈良学園大地裁・報告集会（2月18日）

◆追手門大弁護士打ち合わせ（2月19日）

◆第35回単組代表者会議・第1回研究会（2月21日）

◆羽衣国際大地裁（2月26日）

◆日本私大教連中央執行委員会（2月29日、テレビ会議）

◆日本私大教連中央執行委員会（3月1日、テレビ会議）

◆関西外大支援共闘会議役員会（3月6日）

◆追手門大弁護士打ち合わせ（3月9日）

◆関西外大弁護士打ち合わせ（3月11日）

◆羽衣国際大弁護士打ち合わせ（3月13日）

◆私大教連執行委員会（3月18日）

◆羽衣国際大地裁（3月26日）

◆関西外大弁護士打ち合わせ（3月30日）

◆関西外大弁護士打ち合わせ（4月1日）

◆羽衣国際大弁護士打ち合わせ（4月6日、テレビ会議）

◆私大教連組織部会（4月10日、テレビ会議）

◆羽衣国際大弁護士打ち合わせ（4月17日、テレビ会議）

◆私大教連執行委員会（4月22日、テレビ会議）

◆私大教連委員長・専従者会議（4月27日、テレビ会議）

◆日本私大教連権利対策部会（4月28日、テレビ会議）

◆私大教連かんさい編集会議（5月8日、テレビ会議）

◆私大教連執行委員会（5月13日、テレビ会議）

私大教連の動き（2月 15日～５月 14日）
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2020年5月28日
オンライン授業 生活援助等

その他
開始 期間 学生通信機器について 生活援助　奨学金等 授業料延納等

大阪電通大 5月11日 5月末日 PCルーター無償貸し出し（通信
料 6か月大学負担） 学生一律 5万円 1か月延納

阪南大 5月7日 6月末日 PC貸し出し。キャンパス内のパ
ソコン開放 学生一律 5万円。20万円貸し付け 8月末日までの延納

関西外大 5月25日 春学期すべて パソコン未保有の場合、図書館
で受講可

学生一律 5万円。谷本学業継続緊急
支援奨学金 8月末日までの延納

大阪商大 5月11日 前期期間
学生一律３万円。大阪商大給付奨学金。
学業継続困難者への経済的支援。学
生支援給付奨学金。短期貸付

教科書購入郵送費・
図書館貸し出し郵送
費を大学負担

大阪医大 　 5月末日

関西医大 6 月 1 週、2 週より対面
授業

大阪夕陽丘短大 5月7日 5月末日
オンラインでできな
い授業は、8 月 4日
から28日に補講

大阪千代田短大 5月18日 5月末日。希望教員は延長 　　
従来より他府県からの
入学者へ下宿補助月額
3万円。2年 72万円

羽衣国際大 4月15日 前期期間 iPad 貸し出し 学生一律３万円 5月11日より一部対
面授業開始

大阪歯科大 5月7日

太成学院大 5月11日 宣言解除時期で判断 在学生 ipad 従来から支給 学生一律３万円 分納、延納。休学費用免除

大阪芸大 5月8日 学生一律5万円。緊急奨学金20万円

大阪女学院大 5月8日 ポケットWi-Fi 無償貸与。
学生一律 3 万円。Wi-Fi 無償貸与の
場合は1万５千円。給付奨学金の要件
見直し、緊急支援奨学金制度の検討

梅花女子大 5月7日 6月29日から対面授業予定 学生一律3万円。特別給付奨学金拡充 前期 8月末、後期 12月末に延納可

大阪大谷大 4月20日 8月31日まで、15週

四天王寺大 5月9日 PCルーター無償貸し出し 就学支援金 40名まで、30万円。奨学金
600名、5万円（年収 600万、家計 2割減） 学生数 4200名

プール短大

奈良学園大 5月7日

神戸女学院大 5月7日 8月7日まで PC、カメラ、通信機器の貸与 学生一律 5万円 5月上旬から8月31日に延納

神戸女子大 4月20日 5月末日までの予定 学生一律 5万円 授業料全部・一部免除対象増、延納

甲南女子大 4月20日 前期期間 学生一律 5万円。奨学金 200名、30
万円 延納

高野山大 5月7日 8月28日

岡山理科大 4月20日 8月8日 学科単位で機器貸し出し。実習
室・図書館での使用可

岡山商大 5月11日
授業料減免制度（2020 年度のみ、困窮
世帯学生対象）授業料の半額 36 万円、
学費納入 4月30日から7月31日に延納

吉備国際大 5月7日 6月20日まで 4月 27日期限を5月 27日・7月
27日に分納か、7月22日に延納

就実大 4月22日 情報教室での PC・プリンターの利用 学生一律 3万円

関西大 4月20日 PC無償貸し出し、ルーターは一
人 2000円負担で貸与

学生一律 5万円。短期貸付額 3万円
→ 10万円に引き上げ 延納

大阪経済大 5月11日 ルーター無償貸し出し 学生一律 5万円

桃山学院大 5月7日 7 月 23 日まで。土曜日
授業 PC、ルーター無償貸し出し 学生一律 5万円。学費減免枠を10名

→ 100名に引き上げ 一か月の延納

追手門学院大 4月9日 7月22日まで
生計維持者の失業等による経済的支援
（一人当たり半期授業料相当額）、生計
維持者の収入減等による経済的支援（一
人当たり30万円）、7月26日まで延納

大阪成蹊大 4月20日 PC、キーボード貸与 学生一律 3万円 分納、延納。授業料減免

大阪薬大 5月11日 5月24日まで 一か月の延納

大阪音大 5月16日 5月22日より対面授業 練 習 室 一 回 90 分（1 人 ）、
Wi-Fi 貸し出し

大阪健康福祉 5月18日 PC貸し出し 学生一律 2万円

大阪工大 5月7日 8月下旬。14週 学生一律 5万円 一か月の延納

大阪産大 4月27日 前期授業すべて

近畿大 5月11日 PCルーター有償貸与 学生一律5万円。奨学金20万円貸与 一か月の延納

甲南大 4月20日 6月5日 学生一律 5万円。給付奨学金（5月末
日に詳細） 5月30日期限を8月20日に延納

関西学院大 4月21日 5月7日以降、PC教室使用可

神戸学院大 5月11日 学生一律 5万円

環太平洋大 5月11日 ５月２２日 学生一律 3万円

関西地区私大短大オンライン授業・生活援助一覧（各大学HPより）
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大学名 名　称 支援額（円） 総額（百万円） 備　　考
北星学園大学 通信環境整備等支援金 50,000 遠隔授業環境整備
札幌学院大学 修学支援金 50,000 遠隔授業環境整備
藤女子大学 学修環境整備奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
北海学園大学 環境整備支援金 50,000 500 遠隔授業環境整備
旭川大学 通信環境整備支援 30,000 遠隔授業環境整備
北海道文教大学 修学支援金 50,000 遠隔授業環境整備
北海道科学大学 通信環境整備支援金 30,000 遠隔授業環境整備
東北芸術工科大学 在宅学修支援金 3万円程度 リモート授業対応として施設設備費相当額 3か月分を返金
東北公益文科大学 生活支援給付金 50,000 生活支援
中央大学 特別支援措置 50,000 1,300
城西大学 臨時奨学金 50,000 700 遠隔授業環境整備
芝浦工業大学 臨時奨学金 60,000 遠隔授業環境整備　※後期学費減額により支給
神奈川大学 修学支援金 50,000
学習院大学 学生支援給付金 60,000 遠隔授業環境整備
日本体育大学 支援金 40,000 300 遠隔授業環境整備
国士舘大学 緊急給付金 80,000 遠隔授業環境整備
武蔵大学 特別奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
桜美林大学 学修環境整備充実奨学金 20,000 遠隔授業環境整備
東洋大学 特別修学支援金 50,000 1,500
青山学院大学 環境整備支援 50,000 遠隔授業環境整備
立教大学 学修環境整備奨学金 50,000 遠隔授業環境整備など
獨協大学 遠隔授業支援特別奨学金 100,000 遠隔授業環境整備
早稲田大学 緊急支援金 100,000
淑徳大学 緊急学生支援 50,000 遠隔授業環境整備
尚美学園大学 学修環境整備支援 30,000 遠隔授業環境整備
大東文化大学 特別支援金 50,000 遠隔授業環境整備
拓殖大学 遠隔授業支援特別奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
東京家政学院大学 遠隔授業環境整備支援 30,000 遠隔授業環境整備
武蔵野大学 学修支援金 50,000 ※後期学費から減額により支給
明海大学 学修環境整備奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
目白大学 新型コロナ関連支援金 50,000 300
和光大学 特別給付金 50,000 遠隔授業環境整備
　〃　芸術学科 実習費 4割減額 ※入学年度により傾斜あり
東京経済大学 修学支援特別奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
立正大学 修学支援特別奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
明治学院大学 50,000 600 遠隔授業など学修環境全般整備
日本女子大学 遠隔授業特別支援金 30,000 遠隔授業環境整備
明星大学 学修環境整備奨学金 30,000 遠隔授業環境整備
大正大学 奨学費給付 50,000 250 学修環境全般整備
東海大学 遠隔授業支援金 上限 10,000 ネットワーク環境整備費用への実費支援
創価大学 緊急支援給付金 50,000 遠隔授業環境整備を含む経済支援
山梨英和大学 自修環境整備補助 50,000 30 自宅のネット環境整備
明治薬科大学 奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
白鴎大学 支援金 50,000 遠隔授業環境整備
日本工業大学 緊急奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
聖徳大学 緊急経済支援 50,000 遠隔授業環境ほか学習環境全般整備
大妻女子大学 学修環境支援特別奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
共立女子大学 受講環境整備経済支援 50,000 遠隔授業環境整備
東京家政大学 緊急経済支援 50,000 400 遠隔授業環境整備、収入減対応
中京大学 修学支援金 50,000 600 遠隔授業環境整備と修学支援
名城大学 緊急支援 50,000 学修環境整備
愛知大学 緊急修学支援金 50,000 学修環境整備
愛知学院大学 オンライン授業受講支援 100,000 遠隔授業環境整備
愛知工業大学 特別奨学金 50,000 遠隔授業環境整備、経済的支援
大同大学 特別奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
名古屋学院大学 特別修学支援金 50,000 修学支援
岐阜協立大学 学修環境整備支援金 20,000 遠隔授業環境整備
朝日大学 臨時奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
京都産業大学 修学支援金 50,000 遠隔授業環境整備
京都精華大学 緊急学修継続奨学金 50,000 遠隔授業環境整備、経済的影響対応
佛教大学 緊急支援金 50,000 学修環境全般整備
京都外国語大学 経費助成 20,000 遠隔授業環境整備　※秋学期学費納付額減額により支給
京都ノートルダム女子大学 緊急支援金 30,000 遠隔授業環境整備
龍谷大学 オンライン授業給付奨学金 30,000 600 遠隔授業環境整備
京都芸術大学 施設設備費の一部返金 施設設備費年額＊ 77％ /12 か月
京都ノートルダム女子大学 緊急支援金 30,000 遠隔授業環境整備
京都文教大学 緊急支援奨学金 30,000 遠隔授業環境整備
長浜バイオ大学 緊急支援金 20,000 　 遠隔授業環境整備
大阪成蹊大学 学修環境整備支援金 30,000 遠隔授業環境整備
徳島文理大学 特別奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
広島国際学院大学 施設設備費の減額（検討中）
広島工業大学 臨時奨学金 50,000 遠隔授業環境整備
西南女学院大学 支援金 50,000 遠隔授業環境整備／中高は一人 3万円
福岡大学 修学支援金 10,000 遠隔授業環境整備　※ギフトカードで支給

【全学生対象】オンライン授業などの修学環境整備のための給付
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＊文部科学省等＊
< 新型コロナ関係 >
2020 年 3 月 10 日
• 著作権法及びプログラムの著作物に
係る登録の特例に関する法律の一部
を改正する法律案

　（他に文化庁も。［35 条］遠隔授業
等での教材の公衆送信に関して、要
許諾から「有償無許諾」となり、4
月 28 日施行。ただし今年度は無償に）

2020 年 3 月 11 日
• 新型コロナウイルス感染症への対応
を踏まえた学校法人の運営に関する
取扱いについて

　（「理事会は単に議決を行うための機
関ではなく、理事が議題について相
互に意見交換を行うことにより学校
法人の業務執行の意思決定を行うこ
とが期待されるものであることから、
書面のみで決議を行うことは認めら
れない」。実際の理事会は一部書面で
も開催可能。白紙委任や理事長等へ
の一任等は出席者とみなせない。テ
レビ会議等でも相互に十分な議論を
行うことができれば許容。評議委員
会も同様）

2020 年 3 月 19 日
• 新型コロナウイルス感染症の状況を
踏まえた学校保健安全法に基づく児
童生徒等及び職員の健康診断の実施
等に係る対応について

　（国公立大向け。職員には、安衛法
の側面も。検診延期や、安全衛生委
員会は弾力的に）

2020 年 4 月 2 日
• 大学等における遠隔授業の実施に当
たっての学生の通信環境への配慮等
について

　（遠隔授業は、異なる授業形態を組
み合わせたり、PC 室開放や機器貸
し出しや、留学生の海外からのアク

セスにも配慮を）

2020 年 4 月 17 日
• 大学等における新型コロナウイルス
感染症の拡大防止措置の実施に際し
て留意いただきたい事項等について

　（感染者が発生した場合や、地域と
して、もしくは特措法による休業に
ついて）

2020 年 4 月 27 日
• 新型コロナウイルス感染症の拡大を
踏まえた高等教育の修学支援新制度
の運用等について

　（6 月末までを重点支援期間に。収
入が減少した前月末から起点に。支
給は申請月から開始。修学支援申し
込みは 6 月末の回を設定。なお大学
への減免分支払いは、進学届けを
5/26 までに出していれば 8 〜 9 月、
それ以降は 21 年 1 月を予定）

2020 年 4 月 30 日
• 新型コロナウイルス感染症に係る影
響を受けた学生等に対する経済的支
援等について

　（授業料納付猶予弾力的に、分納、
免除・減免等の配慮を。納入期限を
超えた学生にも配慮を行い、事情の
ある学生に不利益がないように）

2020 年 5 月 1 日
• 大学等における遠隔授業等の実施に
係る留意点及び実習等の授業の弾力
的な取扱い等について

　（特例措置として、対面授業ではな
く、遠隔授業等の運用を認める。条
件はシラバスの下に実施され、教員
が実施状況を把握でき、学生個人へ
確実に伝わり、質問にも答えること
等。実習は分散登校等の配慮を）

2020 年 5 月 13 日
• 新型コロナウイルス感染症対策に関
する大学等の対応状況について

　（私大の 87% が授業開始時期を延期。
65%が遠隔授業を実施、31%が検討中）

2020 年 5 月 14 日
• 感染拡大の予防と研究活動の両立に
向けたガイドライン

　（使用制限等の要請がある地域では、
最低限の研究活動維持に従事する教
職員以外は、可能な限り在宅で研究
活動を。再開された地域では、感染
拡大の予防を行い、在宅勤務やオン
ラインの活用を）

2020 年 5 月 15 日
• 新型コロナウイルス感染症の状況を踏
まえた大学等における教育研究活動の
実施に際しての留意事項について

　（対面授業開始は所属地の衛生主管
部局と相談を。開始時は３密回避し、
衛生管理を）

2020 年 5 月 19 日
• 学生支援緊急給付金給付事業（「学
びの継続」のための『学生支援緊急
給付金』）について

　（アルバイト学生向け。43 万人対象
で 530 億円規模。非課税世帯学生は
20 万円、その他は 10 万円。推薦リ
ストは 6 月 19 日までに送付を）

2020 年 5 月 22 日
• 大学等における学事日程等の取扱い
及び遠隔授業の活用に係る Q&A（5
月 22 日時点）

　（4 月 1 日、21 日分では、10 週又は
15 週以外の授業期間を許容。足らな
いコマを補講・遠隔授業・課題で補
うことも可能。学期の始期・終期の
日付は学則と整合するように。遠隔
授業は教育効果の担保を。成績評価
は、シラバス準拠、実施状況把握、
学生との確実なやりとり等に留意。
合否のみの判定に変更も可。5 月 22
日は、遠隔授業で、非常勤講師を含
む教員の過度な負担を避け、学生の
通信環境に配慮し不利益が生じない
ように努め、障害がある学生への配
慮等を追加）

＊厚労省＊
2020 年 5 月 19 日 
• 新型コロナウイルスに関する Q&A
（企業の方向け）
　（欠勤中の賃金は60%超が望ましい。
テレワーク費用を労働者負担とする
には、就業規則への記載が必要。1
年変形労働時間制を実施中でも、コ

文科省等の諸会議、

対象期間は 2/17〜5/24
（情報公開日） です。

https://www.mext.go.jp/b_menu/houan/an/detail/mext_00001.html
https://www.mext.go.jp/content/202000311-mxt_kouhou01-000004520_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200316-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200407-mxt_kouhou01-000004520_5_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200420-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200428-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200501-mxt_kouhou01-000004520_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200501-mxt_kouhou02-000004520_3.pdf
https://www.mext.go.jp/content/202000513-mxt_kouhou01-000004520_3.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200515_mxt_kouhou02_mext_00028_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200518-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200520-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200525-mxt_kouhou01-000004520_2.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00007.html
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8 月 29 日（土）〜 31 日（月）、就実大学で開催予定で
あった第 31 回全国私大教研は、新型コロナによる感染の
恐れがあることを考慮し、オンラインで開催することと
なりました。

全体集会は、8 月 30 日（日）に前川喜平氏による記念
講演と基調報告を行います。セッションは検討中です。
詳細が決まり次第お知らせいたします。

ロナ対策用に特例的に労使合意で変
更可能。コロナは三六協定における
特別条項の理由の対象に）

＊国立情報学研究所＊
2020 年 5 月 29 日開催予定 
• 4 月からの大学等遠隔授業に関する
取組状況共有サイバーシンポジウム

　（遠隔授業の準備及び実施に当たっ
ての課題とその解決策、良好事例な
ど、文科省からの説明あり。アーカ
イブも）

＊大阪府（兵庫県も同様）＊
• 5 月 16 日以降の緊急事態措置の概要
（5 月 16 日から 5 月 31 日まで）
　（大学は「間隔は最低 1m 以上、少人
数・滞在時間短く、換気・入れ替え
時の消毒、学生同士の大声での会話
防止、歯学部実習などハイリスク実
習に注意」などの対策を遵守するこ
とを条件に、休止要請解除。京都府
は継続し、5 月 23 日に再開条件提示）

＊文部科学省＊
< 一般政策等 >
2020 年 3 月 18 日
• 令和元年度大学等卒業予定者の就職
内定状況調査（2 月 1 日現在）

　（大学生は 92.3％［前年同期比 0.4%
増］過去最高に）

2020 年 3 月 31 日
• 大学等設置に係る寄附行為（変更）
認可後の財政状況、及び施設等整備
状況調査結果について（令和元年度）

　（対象 158 法人。30 法人へ主として
書類の期日遅れ等の「法令違反」、14
法人へ理事会の出席者等の「是正」
の指摘が）

2020 年 4 月 2 日
• 設置計画履行状況等調査の結果につ

いて（令和元年度）
（対象 437 校中、著しい定員未充足
や超過、教員未充足等の是正意見 9
校、改善意見 104 校）

2020 年 4 月 22 日
•「外国人留学生在籍状況調査」及び「日
本人の海外留学者数」等について
（2019 年 5 月 1 日 現 在、 外 国 人 留
学生は 312,214 人［4.4％増］、中国
124,436 人、ベトナム 73,389 人、ネパー
ル 26,308 人の順）

2020 年 5 月 8 日
• 日本学生支援機構奨学金事業におけ
る保証制度の在り方についての中間
報告まとめ
（19 年度の機関保証は 56.3%）

• 令和 2 年度 補正（第 1 号）各目明細書
（私大情報機器整備費補助金 106 億、
経常費補助金 2.95 億円など）

< 科学技術・学術審議会 >
2020 年 1 月 29 日開催
• 第 10 期研究費部会（第 8 回）議事録
（大学における基盤的経費に関して、
早稲田副総長が、タイムズハイアー
エディケーションの社長から、「日本
の大学ランキングが低いのは、GDP
に対する日本の教育研究予算は、ア
フリカの開発途上国と同じような割
合なので、ランキングに大きく響く」
と言われたと）

2020 年 2 月 27 日開催
• 研究開発基盤部会（第 4 回）議事録
（総合イノベ会議の「研究力強化・
若手研究者支援総合パッケージ」に
ついて、委員から「全体的に見て、
美辞麗句というか、今までのものと
余り変わらない。これで本当に何を
生み出せるのか。研究人材・予算・
環境と、科学技術として目指すロー

ドマップとの対応がよく見えない」
という指摘も）

< 調査研究協力者会議等 >
2020 年 3 月 19 日
• 大学入試のあり方に関する検討会議
（第 4 回）配布資料
　（「私大協アンケート」では、自主的
に 27% が来年度入試で英語 4 技能評
価を実施し 23% が検討中。内 77%
が民間試験を活用。記述式は、65%
が実施、17% が検討中。センター試
験での入学者が少ないので、共通テ
ストでの民間試験活用や、記述式の
必要性は少ない。また記述式を導入
するなら、センターが採点を。今後
は「大学入学者選抜における多面的
な評価の在り方に関する協力者会議」
を設置し、調査書等を議論予定）

＊厚労省＊
2020 年 4 月 30 日
• 第 6 回「裁量労働制実態調査に関す
る専門家検討会」議事録（4 月 6 日
開催）

　（座長より「（５）働き方の多様性を
考慮した平均値の考え方について」
に関して、特に裁量労働制の場合に、
休みの日数をたくさん確保したいの
で、大学の先生がよくやるが、働く
日数を、授業の日を月曜日とか火曜
日にまとめて、あとは研究をすると
いう人もいる。そういう働き方を認
めるのがむしろ裁量労働制だと思う
ので、この場合の平均値はどう表現
するか、との発言が）

＊法務省＊
2020 年 3 月 27 日
• 平成 31 年・令和元年の「在留資格
取消件数」について

　（留学は 43% で最多、その中でベト
ナムが 59%）

今年の全国私大教研はオンラインで開催します

https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/31/11/1422624_00002.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_00179.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ninka/1413782_00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ninka/1413782_00001.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/1412692.htm
https://www.mext.go.jp/content/20200507-mxt_kouhou01-000007017_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/yosan/h31/1413361_00012.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/045/gijiroku/1422924_00004.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu28/gijiroku/mext_00276.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/103/siryo/1417595_00005.htm
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_11100.html
http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri10_00004.html
http://www.pref.osaka.lg.jp/default.html
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新型コロナの影響で 4 月号は発行しても学内に教職員がいないという状況でした。そのため発行を見合わせました。
申し訳ありません。今回は４月・５月の合併号として通常よりページ数を増やし PDF で発行いたしました。

検察庁法改正案の廃案を求める声明

2020 年 5 月 18 日
日本私立大学教職員組合連合

（ 日 本 私 大 教 連 ）
中 央 執 行 委 員 会

　政府は、今通常国会に検察庁法改正案を含む国家公務員法改正法案を提出し、同法案は現
在審議に付されている。
　検察庁法改正案によれば、①検察官の定年年齢を 63 歳から 65 歳に引き上げる、②役職定
年制を設け 63 歳とする、③内閣が必要と判断すれば、その定年年齢を最高 3 年間引き延ばす
ことができるものとされる。①および②については、定年年齢の引き上げ等は、現在の社会
的趨勢からみて不適当なものとはいえない。問題なのは、③の内閣の判断で検察官の定年延
長を可能とする点にある。
　検察官は、とりわけ刑事事件において逮捕、取り調べ、公訴権などの強力な権限を保持し
ていることから「準司法官」と呼ばれることもある。司法権が適切に行使されるためにもそ
の職責は重い。そのため、一般の公務員以上の倫理性が求められるだけではなく、時の政府
との関係でも政治的中立性が強く求められ職務の独立性が保障されなければならない。しか
し、政府の判断により定年延長が認められるとすれば、政府にとって都合がいい検察官を恣
意的に選択し、その地位にとどめることが可能となる。
　安倍首相は、恣意的な運用は起こらないと空疎な主張を繰り返している。しかし、第 2 次
安倍内閣以降に発生した様々な疑惑は、かえって恣意的な運用の危険性を示している。森友・
加計・桜を見る会など、安倍首相自身が関与する疑惑に対する検察の対応を見れば明らかで
ある。また、集団自衛権行使をめぐる憲法解釈変更に際し、内閣法制局長官の人事についても、
従来の慣行を無視し、きわめて恣意的な選任を行った。今回の改正が特定の人物を念頭に置
いて行われ、定年延長をさかのぼって合法化することが狙いであるともいわれている。
　検察官の定年年齢は、一般法である国家公務員法ではなく、その特別法である検察庁法で
定められている。検察官には国家公務員法の適用はされないことは、従来の政府答弁でも明
確にされてきたことである。ところが、政府は、法改正が必要であるにもかかわらず、法解
釈によって、一般法が適用されるように変えてしまった。治安維持法が勅令によって改正さ
れたことを彷彿させるものである。これは、法治主義の破壊である。
　このように、今回の改正案は、行政の中立性を破壊し、内閣による官僚の政治支配を貫徹
させるだけではなく、権力分立など憲法の要請を無視し立憲主義にも反するものであり、廃
案とすることを強く要求する。

以上

お詫び




